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１　事業の概要
① 事業概要

②平成28年度の実績・活動内容・効果・課題等

③平成29年度以降の事業計画

④対象（誰、何を対象としているのか） ⑤意図（この事業によって、対象をどう変えるのか）

⑥結果（どんな結果に結び付けるのか）

３ 主な支出状況

総合戦略主要事業担当課評価シート

31年度

所属係 課長名高齢者支援係 馬塲　一嘉

２　重要業績評価指標（ＫＰＩ）

27年度

28年度

29年度

高齢者の虚弱化を防止する。

市内の高齢者
事業の主体、あるいは対象となって、毎日通うことがで
きる通いの場へ通うようにする

当該遺贈物件は昭和54年建築で現在の耐震基準を満たさないため耐震改修工事を行った。

30年度

元気高齢者の居場所づくりに係る事業、15,281,225円

30年度

年度 主な支出内容（件名、金額を記載）

平成29年度以降、4月介護保険運営協議会にて運営主体を選定、６月市議会第２回定例会にて無償貸与の決議、
7月運営開始。

所属部 健康福祉部 所属課 高齢者支援課２．安心・安全なまちづくりを推進する

③住み慣れた地域で高齢者が安心して暮らせるまちづくり

元気高齢者の居場所づくり事業

基本目標

施策名

事業名

目標値

82
（31年度）

平成２７年に市が遺贈を受けた、国立市富士見台２丁目３８番地の１２の土地・建物（以下「遺贈物件」という。）につ
いて、「老人福祉の目的に使用してほしい」との遺贈者の意思を踏まえ、高齢者を含む地域住民の「居場所」とする
「居場所づくり事業」を展開する。

29年度

62
（31年度）

46 76 82

31年度26年度

80.5 79.8 80.0

27年度 28年度単位

％

指標

要介護者のうち在宅で過ごす人の割
合

自主活動グループ数（活動場所） 箇所


